


































































て、“Prehistoric Japan: New Perspective on 














緊急発掘が 11,738 件という数になっています。学術調査の数は 300 〜 400 件
ぐらいでずっと変わらずにきています。2011 年には緊急発掘の件数は 7,300 件
あまりまで落ち込んでいまして、発掘の数は確実に減っています。しかも、数
が減っているだけではなくて、規模も小さくなっています。緊急発掘調査費用




































（Forager / Collector Model）に影響を受けています。
移動度の高い狩猟採集民というのは、基本的にどこに行っても食べ物がある













































































































の「第 1 章 縄文時代の人口」（同 : 10-39）参照。




















まりの 5,900 年前は、円筒下層 a 式期と呼ばれている時期です。これは土器型
式の名前なのですけれども、時代としては円筒下層の a、b、c、d 式期、それ






























文時代前期の資料、a が中期初めの円筒上層 a 式期の資料です。そのあとの中
期前半の円筒上層 b 〜 d 式期はグラフの上方にまとまり、中期中頃から後半の









類が中心となる石器組成で、徐々に磨石が増えてきて、上層 b 〜 d 式期になる








きます。石器組成が変わるところ（上層 d から e 式期への変化）が、住居の数
が減る時期（上層 e から榎林式期への変化）よりも先に来ています。また、祭
祀の道具と一般的に言われている土偶の数を見てみると、これがたくさん出る
Fig. 4. 1. 3  石器組成データのコレスポンデンス分析
160 羽生　淳子











































































































































































2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の後ではないかと思います。私の実家の鎌倉
近くの生協では、まずお米がなくなって、パンがなくなって、お野菜がなくなっ
て、豆腐がなくなって、缶詰がなくなって、果てはトイレットペーパーまでが、



























































発が多ければいいのかというと、もちろんそうではありません。1970 〜 80 年
代には、緊急発掘をせざるを得ないという状況がありました。しかし、近年で
は、徐々に、発掘しないで済むものでしたら保存しましょうという事例も増え
てきています。
　今まで、環境保護と経済成長は両極にあるものと考えがちでしたが、本来、
経済成長というものには色々な形があり、一元的なものではありません。特に、
大規模で均質な生産活動に対して、小規模で多様な生産活動の重要性をもっと
真剣に考える形で様々な分野の人が意見を言い始めてもいいのではないかと思
います。今日紹介しました縄文時代の事例や、考古学と現代社会との関わりを
含めて、現代の社会・環境問題とは全然違うように見えるものが、実はつな
がっているのだということを発信できる形で、これから研究を進めていければ
と思っています。
